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地域の歴史地域の歴史

一
．
書
の
世
界
に
生
き
た

　
　
日
比
野
五
鳳

日
比
野
五
鳳
は
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
東

春
日
井
郡
勝
川
町
（
現
春
日
井
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
半
年
ほ
ど
で
母
を
亡
く
し
、
神
戸
町
中な

か

沢ざ
わ

の
父

方
の
祖
父
母
の
も
と
で
育
て
ら
れ
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら

リ
ズ
ム
感
や
「
勘
」
が
良
く
、
釣
り
も
上
手
で
し
た
。

運
動
も
得
意
で
、
中
学
一
年
の
時
、
遊
び
に
行
っ
た
琵

琶
湖
の
長
浜
で
喧け

ん

嘩か

に
な
り
小
柄
な
が
ら
得
意
な
水
泳

で
相
手
を
水
中
で
打
ち
負
か
し
た
そ
う
で
す
。

南
平
野
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
神
戸
町
立
南
平
野
小

学
校
）
卒
業
後
、
岐
阜
県
立
大
垣
中
学
校
（
現
大
垣
北

高
等
学
校
）
で
書
道
と
漢
文
の
教
師
、
大
野
百

ひ
ゃ
く

錬れ
ん

か
ら

書
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
百
練
の
好
ん

だ
貫ぬ

き

名な

菘す
う

翁お
う

の
和わ

様よ
う

の
漢
字
を
学
び
ま
し
た
。
大
正
十

（
一
九
二
一
）
年
、
百
錬
の
推
薦
で
大
垣
商
業
学
校
（
現

大
垣
商
業
高
等
学
校
）
の
教
諭
心
得
と
し
て
書
道
を
教

え
始
め
ま
す
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
、
あ
こ
が
れ
の
地
、
京

都
に
出
ま
す
。
翌
年
習
字
科
の
文ぶ

ん

検け
ん

（
中
等
学
校
教
員

免
許
の
検
定
試
験
）
に
合
格
し
、
以
来
、
京
都
府
女
子

師
範
学
校
等
で
約
二
〇
年
間
教
職
に
あ
り
ま
し
た
。
京

都
で
は
百
錬
と
親
し
く
和
様
の
書
に
理
解
の
あ
っ
た
東

洋
史
学
者
内
藤
湖こ

南な
ん

の
知
遇
を
受
け
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
時
、
平
安
朝
古こ

筆ひ
つ

の
逸
品
「
寸す

ん

松
し
ょ
う

庵あ
ん

色
紙
」「
継つ

ぎ

色
紙
」
の
真し

ん

筆ぴ
つ

に
接
し
、
仮
名
が
「
直

ち
ょ
く

截せ
つ

に
勁つ

よ

さ
を
表

現
で
き
る
」
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
京
都
の
仮
名
研
究
の

権
威
三
名
に
も
知
遇
を
得
、
特
に
「
寸
松
庵
色
紙
」
の

本
質
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
出い

ず

も雲
路じ

敬も
り

通み
ち

の
教
示
に

共
感
、
感
銘
し
ま
し
た
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年

に
は
雪
舟
の
描
い
た
馬
の
絵
と
出
会
い
、
五
鳳
の
筆
法

が
直

ち
ょ
く

筆ひ
つ

（
筆
を
立
て
て
書
く
こ
と
）
に
変
化
し
ま
す
。

仮
名
の
世
界

に
深
入
り
し
て

ゆ
く
一
方
で
、

五
鳳
は
江
戸
後

期
の
禅
僧
・

歌

人
、

良
寛
の
書

に
傾
倒
し
て
い
ま
し
た
。
平
安
朝
の
古
筆
の
世
界
に

そ
れ
と
は
異
質
な
も
の
を
ぶ
つ
け
、
両
者
の
調
和
を
は

か
り
、
独
自
の
新
鮮
な
世
界
を
ひ
ら
く
た
め
で
し
た
。

し
か
し
別
の
理
由
で
も
彼
は
良
寛
に
ひ
か
れ
て
い
ま
し

た
。
「
岐
阜
の
田た

ん

圃ぼ

の
螺

た
に
し

」
と
自
称
す
る
、
神
戸
町
在

住
時
代
の
自
分
の
素
朴
で
地
味
な
毎
日
や
、
仏
教
信
仰

が
篤あ

つ

く
、
達
筆
で
幕
末
の
歌
人
蓮れ

ん

月げ
つ

尼に

（
大お

お

田た

垣が
き

蓮
月
）

の
書
を
好
ん
だ
祖
父
へ
の
郷
愁
も
、
彼
の
良
寛
に
心
ひ

か
れ
る
感
情
の
ど
こ
か
に
繋つ

な

が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

二
．
神
戸
町
に
残
る
五
鳳
の
作
品

昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
神
戸
町
役
場
の
新

築
移
転
の
際
、
町
か
ら
依
頼
を
受
け
て
五
鳳
は
新
庁
舎

玄
関
ロ
ビ
ー
の
壁へ

き

書し
ょ

を
書
き
ま
す
。
神
戸
町
が
「
青
少

年
愛
護
の
町
」
を
宣
言
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
万
葉
集

の
山

や
ま
の

上
う
え
の

憶お
く

良ら

「
子
等ら

を
思
ふ
歌
」
を
題
材
に
選
び
ま
し

た
。
書
き
上
げ
の
際
、
寺
の
庫く

裏り

を
三
部
屋
ぶ
っ
通
し

で
借
り
、
そ
こ
に
約
三
×
一
三
ｍ
に
継
ぎ
合
わ
せ
た
紙

を
置
き
一
枚
に
二
時
間
ほ
ど
か
け
て
書
き
ま
し
た
。
三

日
間
か
け
て
九
通
り
仕
上
げ
、
「
あ
の
時
は
二
貫
目
（
約

七
・
五
㎏
）
や
せ
ま
し
た
」
と
五
鳳
は
語
っ
て
い
ま
す
。

翌
年
、
五
鳳
は
神
戸
町
名
誉
町
民
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

母
校
南
平
野
小
学
校
の
創
立
百
周
年
に
五
鳳
が
書

き
、
歌
碑
に
も
な
っ
て
い
る
同
校
校
歌
や
、
神
戸
中
学

校
会
議
室
の
書
、
中
央
公
民
館
・
体
育
館
の
館
名
碑
等
、

神
戸
町
内
で
多
く
の
五
鳳
作
品
が
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和

五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
十
二
月
、
五
鳳
は
自
分
の
作

品
を
五
〇
点
、
神
戸
町
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
四
年
後

に
は
五
鳳
が
建
物
を
寄
付

し
た
「
神
戸
町
日
比
野
五

鳳
記
念
美
術
館
」
が
開
館

し
ま
す
。
現
在
、
同
館
に

は
二
九
九
点
の
五
鳳
作
品

が
所
蔵
さ
れ
、
毎
年
春
と

秋
に
展
示
会
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。

書画を極めた郷土の文
ぶ ん

人
じ ん

墨
ぼ っ

客
か く

たち

――五
ご

鳳
ほ う

・杏
き ょ う

村
そ ん

・三
さ ん

郊
こ う

――

江
戸
時
代
の
文
人
は
漢
詩
・
書
・
南な

ん

画が

に
通
じ
て
い

ま
し
た
。
一
九
世
紀
前
半
、
現
在
の
神
戸
町
地
域
か
ら

は
豪
農
出
身
の
高
橋
杏
村
が
出
ま
し
た
。
彼
は
特
に
南

画
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
長

く
活
躍
し
た
杉
山
三
郊
は
、
漢
詩
や
書
に
優
れ
、
後
半

生
は
書
道
や
書
簡
文
の
教
育
者
と
し
て
大
成
し
ま
し

た
。
日
比
野
五
鳳
は
仮
名
書
で
戦
後
の
書
道
界
を
リ
ー

ド
し
た
書
家
で
、
日
本
芸
術
院
会
員
、
文
化
功
労
者
に

ま
で
な
り
ま
し
た
。

三
人
と
も
、
文
化
の
中
心
で
あ
る
京
都
や
東
京
に
出

て
自
分
の
技
を
磨
き
ま
し
た
が
、
故
郷
と
の
つ
な
が
り

を
失
う
こ
と
は
な
く
、
今
も
な
お
、
故
郷
の
神
戸
町
に

自
ら
の
芸
術
の
遺
産
を
残
し
て
い
ま
す
。

神戸町役場玄関ロビーに掲げられる日比野五鳳の壁書「子等を思ふ歌」
＜神戸町提供＞

日比野五鳳
＜神戸町提供＞

母校の南平野小学校に掲げられた日比野
五鳳書「まごころ」＜神戸町提供＞
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手
の
漢
詩
人
の
作
品
を
集
め
て
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
十

才
子
詩
』
に
三
郊
の
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
九
月
、
三
郊
は
父
の
許

し
を
得
て
上
京
し
ま
す
。
父
千
和
と
旧
知
の
仲
で
あ
っ

た
漢
学
者
・
演
劇
評
論
家
の
依よ

田だ

学が
っ

海か
い

と
懇
意
に
な
り

ま
し
た
。
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
幕
末
・
明

治
初
期
の
漢
学
者
で
文
章
に
長
じ
た
川か

わ

田だ

甕お
う

江こ
う

の
娘
琴

子
と
結
婚
し
、
同
年
警
視
庁
に
就
職
。
し
か
し
四
年
後

に
退
職
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
ま
す
。
法
学
の
学
士

号
を
取
得
し
て
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
帰
国

し
ま
し
た
。

帰
国
後
、
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
に
高
等
商

業
学
校
（
現
在
の
一
橋
大
学
）
に
商
業
書
簡
文
担
当
の

教
員
と
し
て
就
職
し
ま
す
。
当
初
、
留
学
先
で
学
ん
だ

法
学
を
教
え
る
予
定
で
し
た
が
、
当
時
の
矢
野
校
長
が

商
業
書
簡
文
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
そ
の
こ

と
を
相
談
さ
れ
た
矢
野
校
長
の
兄
が
偶
然
、
矢
野
校
長

宛
て
の
三
郊
の
書
簡
を
見
て
、
彼
を
商
業
書
簡
文
担
当

の
教
員
と
す
る
よ
う
強
く
勧
め
た
の
で
し
た
。

三
郊
は
留
学
時
代
に
当
時
ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
の
陸む

奥つ

宗む
ね

光み
つ

と
知
り
合
っ
て
お
り
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）

年
、
陸
奥
は
彼
を
外
務
省
に
引
き
抜
き
ま
す
。
三
郊
は

翌
年
海
軍
省
に
転
じ
『
日
清
戦
史
』
の
編へ

ん

纂さ
ん

に
従
事
し

ま
す
が
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
三
月
に
休
職

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
三
郊
は
行
政
官
か
ら
教
育
者
に
転
じ
ま

す
。
同
年
九
月
に
早
稲
田
大
学
で
書
道
・
書
簡
文
を
教

え
る
職
を
得
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
か
ら
は
高
等

商
業
学
校
が
改
称
し
た
東
京
高
等
商
業
学
校
で
も
教
え

始
め
ま
す
。

ま
た
三
郊
は
東

ひ
が
し

伏ふ
し

見み
の

宮み
や

依よ
り

仁ひ
と

親
王
の
侍じ

講こ
う

を
務
め
た

他
、
真
宗
大
谷
派
第
二
十
三
世
法ほ

っ

主す

の
大
谷
光こ

う

演え
ん

ら
が

三
郊
に
師
事
し
ま
し
た
。

神
戸
町
に
残
る
三
郊
の
書
と
し
て
は
日ひ

吉よ
し

神

社
の
狛こ

ま

犬い
ぬ

（
国
重
要
文
化
財
）
の
台
座
に
刻
ま

れ
た
来
歴
や
、
神
戸
山さ

ん

王の
う

ま
つ
り
で
境
内
や
各

町
内
に
立
て
ら
れ
る
大
幟

の
ぼ
り

等
が
あ
り
ま
す
。
三

郊
が
揮き

毫ご
う

し
た
幟
の
中
で
最
も
新
し
い
の
は
、

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
四
月
揮
毫
の
六
組
一

三
．
京
都
で
南
画
を
学
ん
だ

　
　
高
橋
杏
村

高
橋
杏
村
は
文ぶ

ん

化か

元
（
一
八
〇
四
）
年
に
神
戸
村
の

豪
農
の
一
族
に
生
ま
れ
、
後
に
本
家
の
養
子
に
な
り
ま

し
た
。

杏
村
は
若
く
し
て
京
都
に
出
て
、
名
古
屋
出
身
の

南
画
家
中な

か

林
ば
や
し

竹ち
く

洞と
う

の
も
と
で
学
び
ま
す
。
竹
洞
は
安あ

ん

永え
い

五
（
一
七
七
六
）
年
生
ま
れ
で
、
山
本
梅ば

い

逸い
つ

と
と
も
に

京
都
で
活
躍
し
尾
張
南
画
全
盛
期
を
も
た
ら
し
た
人
で

す
。
竹
洞
は
山
水
画
を
得
意
と
し
ま
し
た
。
弟
子
の
杏

村
も
そ
の
技
を
習
得
し
て
郷
里
に
伝
え
、
彼
の
山
水
画

が
こ
の
地
域
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
般
の
人
に
好
ま
れ

た
花
鳥
画
も
手
が
け
ま
し
た
。

竹
洞
門
下
で
最
も
詩
才
豊
か
だ
と
称た

た

え
ら
れ
た
杏
村

は
当
時
の
西
濃
の
文
人
で
あ
る
梁や

な

川が
わ

星せ
い

厳が
ん

や
神
田
柳

り
ゅ
う

渓け
い

、
大
垣
藩
士
小お

原は
ら

鉄て
っ

心し
ん

ら
と
交
際
し
ま
し
た
。
文
化

十
（
一
八
一
三
）
年
、
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

の
美
濃
訪
問
が
こ
の
地

の
文
人
た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、
大
垣
で
の
詩
社

「
白は

く

鴎お
う

社し
ゃ

」
の
成
立
に
繋
が
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た

文
人
の
流
れ
に
あ
る
江え

馬ま

細さ
い

香こ
う

、
村
瀬
秋

し
ゅ
う

水す
い

、
梁
川
紅こ

う

蘭ら
ん

も
、
杏
村
と
同
じ
く
竹
洞
の
弟
子
に
あ
た
り
ま
す
。

杏
村
は
京
都
か
ら
戻
っ
た
後
、
弘こ

う

化か

元
（
一
八
四
四
）

年
、
神
戸
村
宮み

や

町ま
ち

に
私
塾
「
鉄て

っ

鼎て
い

学が
く

舎し
ゃ

」
を
開
い
て
漢

籍
や
画
法
を
教
え
ま
し
た
。
門
人
は
美
濃
、
近
江
、
尾

張
、
三
河
か
ら
集
ま
り
、
総
勢
で
二
〇
〇
人
以
上
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

杏
村
の
顕
彰
碑
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
、
杏
村

の
娘
琴こ

と

の
子
で
あ
る
原
三さ

ん

溪け
い

（
富と

み

太た

郎ろ
う

）
の
主
導
で
、

神
戸
町
に
あ
る
善
学
院
の
境
内
の
庭
に
立
て
ら
れ
ま
し

た
。
森
鴎
外
が
文
を
撰せ

ん

し
て
い
ま
す
。
横
浜
で
生
糸
商
・

実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
三
溪
は
美
術
品
収
集
家
、
芸

術
家
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
歴
史
的
建
造
物
を
移
築
し

た
三
溪
園
を
開
園
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
．
明
治
大
正
昭
和
の
東
京
で

　
　
活
躍
し
た
杉
山
三
郊

杉
山
三
郊
は
安あ

ん

政せ
い

二
（
一
八
五
五
）
年
、
神
戸
村
井い

田だ

（
現
神
戸
町
大
字
神
戸
字
井
田
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

父
の
杉
山
千せ

ん

和か

は
文ぶ

ん

政せ
い

四
（
一
八
二
一
）
年
生
ま
れ
の

漢
学
者
で
、
高
橋
杏
村
よ
り
ず
い
ぶ
ん
年
少
で
し
た
が
、

彼
と
詩
文
の
親
友
で
し
た
。
ま
た
幼
時
よ
り
囲
碁
の
才

能
を
発
揮
し
、
三
十
四
歳
で
本ほ

ん

因い
ん

坊ぼ
う

秀
し
ゅ
う

和わ

か
ら
五
段
の

免
許
を
受
け
ま
し
た
。

三
郊
は
幼
時
よ
り
父
千
和
ら
に
漢
学
・
筆
学
の
指
導

を
受
け
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
、
神
戸
村
に
玉

ぎ
ょ
く

成せ
い

義ぎ

校こ
う

（
現
神
戸
町
立
神
戸
小
学
校
）
が
開
設
さ
れ
る
と

そ
の
教
師
と
な
り
ま
す
。
同
年
大
垣
藩
庁
跡
に
岐
阜
県

師
範
研
習
学
校
（
岐
阜
大
学
の
前
身
の
一
つ
）
が
開
設

さ
れ
る
と
同
校
に
通
い
、
卒
業
後
は
岐
阜
金き

ん

華か

学
校
（
現

岐
阜
市
立
岐
阜
小
学
校
）
等
で
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

明
治
初
年
は
職
業
的
漢
詩
人
が
登
場
、
詩
社
が
で
き
、

漢
詩
文
の
雑
誌
が
次
々
と
創
刊
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

一
宮
出
身
で
幕
末
・
明
治
期
の
漢
詩
人
、
森
春

し
ゅ
ん

濤と
う

が
東

京
で
創
刊
し
た
『
新
文
詩
』
に
、
三
郊
は
漢
詩
を
投
稿

し
て
い
ま
し
た
。
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
は
若

三
本
で
す
。
翌
年

の
祭
礼
で
そ
の
幟

を
見
た
と
日
比
野

五
鳳
が
述
懐
し
て

い
ま
す
。

大
幟
の
揮
毫
は

三
郊
の
他
、
全
国

的
に
著
名
な
貫
名

菘
翁
・
日く

さ

か下
部べ

鳴め
い

鶴か
く

や
、
神
戸
町
の
昭
和
時
代
の
書
家
で
あ
る
吉
田
数か

ず

見み

ら
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
か
つ
て
の
地
域
の
文
化
の
発

展
、
経
済
の
繁
栄
を
知
る
よ
す
が
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下し
も

宮み
や

地
区
の
下
宮
日
吉
神
社
の
大
幟
は
、
軍
人
で
日
露

戦
争
の
際
、
松
山
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
委
員
長
（
収
容
所
長
）

を
務
め
た
河こ

う

野の

春
し
ゅ
ん

庵あ
ん

が
揮
毫
し
て
い
ま
す
。
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史
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〇
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史
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６
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山
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『
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山
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郊
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八
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『
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七
五
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かる杉山三郊の書＜一橋
大学学園史資料室提供＞

「人の短を道
い

ふなかれ
己の長を説くなかれ」と
撰している。

日吉神社の神戸山王まつりで
境内・各町内に掲げられる大幟
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完
成
（
平
成
二
十
六
年
度
に
改
築
）、
平
成
二
（
一
九
九

〇
）
年
度
に
は
平
野
井
川
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
、
昭

和
五
十
年
代
の
平
野
井
川
改
修
も
あ
り
神
戸
町
地
域
で

家
屋
が
浸
水
す
る
水
害
は
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

二
．「
水
と
の
闘
い
」

大
正
改
修
以
前
、
揖
斐
川
の
遊
水
地
と
し
て
の
役
割

を
与
え
ら
れ
た
現
在
の
神
戸
町
南
部
に
暮
ら
し
た
人
々

は
、
水
害
か
ら
身
の
危
険
を
避
け
、
財
産
を
守
る
た
め

に
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
神
戸
町

や
そ
の
周
辺
の
郷
土
史
に
つ
い
て
多
く
の
著
作
を
残
し

た
北
村
晥よ

し

庸の
ぶ

氏
に
よ
る
『
美
濃
神
戸

　
水
と
の
闘
い
の

あ
と
』（
二
〇
〇
三
年
刊
）
の
記
述
を
も
と
に
、
そ
の
様

子
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。

水み
ず

屋や

は
、
木
曽
三
川
下
流
域
の
輪
中
地
帯
で
見
ら
れ

る
、
洪
水
に
備
え
て
母お

も

屋や

よ
り
一
ｍ
ほ
ど
高
い
所
に
建

て
ら
れ
た
建
物
で
す
が
、
神
戸
町
に
も
見
ら
れ
、
水
屋

所
在
の
北
限
地
域
に
当
た
り
ま
し
た
。
例
え
ば
斉
田
で

は
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
の
調
査
で
水
屋
が
二

軒
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
代
初
め
に
は
一
一
棟
残
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
北
村
氏
の
定
義
で
「
集
落
内
及
び

集
落
周
辺
の
道
路
面
よ
り
約
一
ｍ
位
高
い
屋
敷
」
と
さ

れ
る
高た

か

地じ

場ば

屋
敷
は
、
神
戸
町
内
の
標
高
一
三
ｍ
台
以

下
で
揖
斐
川
に
近
い
下し

も

宮み
や

・
新し

ん

屋や

敷し
き

・
落お

ち

合あ
い

・
付つ

き

寄よ
り

・

斉
田
・
柳
瀬
・
西
座
倉
の
随
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
屋
敷
造
成
時
、
周
り
に
池
を
掘
り
、
そ
の
土
で
盛

土
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。
大
正
改
修
で
家
屋
浸

水
の
恐
れ
が
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
昭
和
二
十
、
三
十
年
代

に
母
屋
を
改
築
し
た
家
で
は
、
農
作
物
を
運
び
入
れ
や

す
い
よ
う
に
地
下
げ

を
し
た
例
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

高
地
場
屋
敷
に
は

盛
土
の
崩
れ
を
防
ぐ

た
め
に
石
垣
が
積
ま

れ
ま
し
た
。
石
垣
が

一
般
化
す
る
の
は
養

蚕
の
普
及
で
人
々
に

地域の治水・利水地域の治水・利水

神戸町地域の水との闘
た た か

いと

川の恵み

神
戸
町
南
部
地
域
は
か
つ
て
、
揖
斐
川
下
流
域
を
守

る
た
め
の
遊
水
地
の
役
割
を
与
え
ら
れ
、
人
々
は
「
水

と
の
闘
い
」
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
大
正
十
（
一
九
二

一
）
年
以
降
、
木
曽
三
川
上
流
域
で
行
わ
れ
た
改
修
工

事
「
大
正
改
修
」
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
を
襲
う
洪
水
が

減
少
し
、
過
去
の
洪
水
で
運
ば
れ
て
き
た
肥
沃
な
土
で

で
き
た
畑
地
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
野
菜
・
花か

卉き

栽
培
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
神
戸
町
が
工
場
誘
致

に
成
功
し
た
理
由
の
一
つ
も
、
大
正
改
修
に
よ
っ
て
洪

水
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
場
所
を
工
場
用
地
と
し
て
利

用
で
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

ビニールハウスでの小松菜栽培＜神戸町提供＞

大正改修前の水害時の水の流れ
＜出典：『美濃神戸百年史』＞

高地場屋敷の石垣（斉田地区）

一
．
神
戸
町
治
水
史
概
説

ま
ず
は
神
戸
町
地
域
の
治
水
の
歴
史
に
つ
い
て
簡
単

に
ま
と
め
ま
す
。
詳
細
は
、
過
去
の
『
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
』

77
号
の
記
事
「
揖
斐
川
扇
状
地
に
位
置
す
る
神
戸
町
の

治
水
と
利
水
」
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。

享
き
ょ
う

禄ろ
く

三
（
一
五
三
〇
）
年
に
揖
斐
川
の
大
洪
水
が
あ
っ

て
川
の
流
れ
が
変
わ
り
、
現
在
に
近
い
流
路
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
揖
斐
川
は
現
在
の
神
戸

町
地
域
の
東
側
を
流
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
ま
で
に
は
揖
斐
川
河
岸
に
堤
防
が
築
か
れ

ま
し
た
が
、
神
戸
町
地
域
の
揖
斐
川
で
は
堤
防
が
閉
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
無
堤
部
（
斉さ

い

田だ

集
落
の
東
側
、
西に

し

座ざ

倉く
ら

集
落
の
西
南
側
）、
地
元
で
「
霞

か
す
み

堤て
い

」
と
呼
ば
れ
る
喰く

い

違
ち
が
い

堤
（
丈

じ
ょ
う

六ろ
く

道ど
う

・
安や

す

次つ
ぐ

・
田た

集
落
の
東
側
）
が
あ
り
ま

し
た
。
洪
水
に
な
る
と
揖
斐
川
の
溢い

っ

水す
い

、
あ
る
い
は
平ひ

ら

野の

井い

川
・
豊ぶ

ん

後ご

川
へ
の
逆
流
水
で
、
現
在
の
神
戸
町
南

部
に
あ
た
る
地
域
に
水
が
流
れ
込
み
ま
し
た
。
こ
の
地

域
は
揖
斐
川
下
流
域
を
守
る
た
め
、
遊
水
地
の
役
割
を

与
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

木
曽
三
川
下
流
域
の
「
明
治
改
修
」
後
、
大
正
一
〇

（
一
九
二
一
）
年
よ
り
上
流
域
の
改
修
工
事
「
大
正
改

修
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
揖
斐
川
の
無
堤

部
・
喰
違
堤
の
部
分
が
新
堤
防
で
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
揖
斐
川
が
湾
曲
し
て
流
れ
て
い
た
呂ろ

久く

付
近
で
川

を
付
け
替
え
、
現
在
の
よ
う
に
直
線
的
に
流
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
改
修
後
は
以
前
よ
り
も
神
戸
町
地
域
を

襲
う
洪
水
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
町
内
の
内
水
氾
濫
は
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た

が
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
度
、
柳や

な

瀬ぜ

排
水
機
場
が
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経
済
的
な
余
裕

が
で
き
た
明
治

半
ば
か
ら
で
、

大
正
改
修
が

始
ま
る
大
正
十

（
一
九
二
一
）

年

頃
ま
で
の

こ
と
で
し
た
。
揖
斐
川
の
水
が
増
水
し
始
め
る
三
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
の
農
閑
期
に
、
現
在
の
揖
斐
川
町
房ぼ

う

島じ
ま

・
森
前
付
近
で
集
め
ら
れ
た
石
が
舟
で
盛
ん
に
運
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
水
害
常
襲
地
域
で
は
洪
水
時
の

屋
敷
の
土
崩
れ
防
止
の
た
め
に
竹
藪や

ぶ

が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。
一
般
に
は
母
屋
に
沿
う
約
一
～

二
ｍ
の
帯
状
の
藪
で
し
た
が
、
屋
敷
の
広
い
資
産
の
あ

る
家
で
は
藪
が
竹
林
状
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

洪
水
時
、
集
落
内
外
の
交
通
手
段
に
は
舟
が
使
わ
れ

ま
し
た
。
資
力
の
あ
る
家
に
は
洪
水
に
備
え
て
母
屋
や

納な

屋や

の
軒
下
に
「
上
げ
舟
」
が
吊つ

る
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

落
合
・
斉
田
・
柳
瀬
の
集
落
で
は
洪
水
時
に
舟
を
つ
な

ぐ
た
め
軒
際
に
柿
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

柳
瀬
集
落
の
人
々
は
大
雨
が
降
り
出
し
て
か
ら
約
三

時
間
も
す
る
と
ひ
た
す
ら
西
を
見
て
、
平
野
井
川
の
ふ

り
あ
が
り
（
揖
斐
川
か
ら
の
逆
流
で
水
位
が
上
が
る
こ

と
）
で
水
が
集
落
に
押
し
寄
せ
て
く
る
か
ど
う
か
を
見

極
め
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
洪
水
は
地
震
と
違
い
、

経
験
的
に
事
前
に
察
知
で
き
ま
し
た
。

揖
斐
川
右
岸
の
喰
違
堤
の
部
分
で
は
洪
水
が
あ
る
と

水
が
流
れ
出
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
水
を
防
ぐ
た
め
に

神
戸
町
北
部
に
当
た
る
末す

え

守も
り

で
も
小
堤
防
が
築
か
れ
て

い
ま
し
た
。
平
野
井
川
の
逆
流
水
が
向
か
っ
た
、
大
垣

輪
中
の
北
西
端
に
当
た
る
八は

ち

条じ
ょ
う

に
は
「
猿さ

る

尾お

」（
明
治
四

十
年
代
の
史
料
で
は
「
除よ

桁げ
た

」
と
も
）
と
呼
ば
れ
た
堤

防
が
逆
流
水
の
南
下
を
防
ぐ
た
め
に
築
か
れ
ま
し
た
。

斉
田
で
は
豊
後
川
の
逆
流
水
を
防
ぐ
た
め
に
そ
の
西
に

築つ
き

留ど
め

と
い
う
小
規
模
な
堤
防
を
築
い
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
後
期
、
揖
斐
と
大
垣
を
結
ぶ
養
老
鉄
道
が

計
画
さ
れ
た
際
、
鉄
道
の
道ど

う

床
し
ょ
う

が
氾
濫
水
の
排
水
の
妨

げ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ど
の
位
置
に
鉄
道
を
通
す
か
、

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
住

工
場
（
当
初
は
大
垣
工
場
。
後
の
東
邦
テ
ナ
ッ

ク
ス
株
式
会
社
）
の
誘
致
時
や
、
昭
和
四
十

年
代
の
神
戸
町
工
業
団
地
造
成
時
の
工
場
用

地
は
、
田
・
安
次
・
丈
六
道
に
か
け
て
の
大

正
改
修
の
結
果
で
き
た
廃
川
敷
で
、
か
つ
て

喰
違
堤
が
あ
っ
た
場
所
に
あ
た
り
ま
す
。
東
邦
レ
ー
ヨ

ン
の
敷
地
は
喰
違
堤
の
土
砂
を
運
ん
で
整
地
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
初
期
（
昭
和
四
年
）
の
東
海
紡
績
株
式
会
社

（
後
の
豊
島
紡
績
株
式
会
社
）
誘
致
時
の
工
場
用
地
も
、

揖
斐
川
の
洪
水
時
に
喰
違
堤
か
ら
出
た
水
が
南
に
流
下

し
て
い
た
、
湿
地
（
沼
田
）
が
多
い
所
で
し
た
。
一
般

に
、
神
戸
町
の
近
代
工
場
誘
致
成
功
の
理
由
と
し
て
地

下
水
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
工

場
用
地
の
確
保
と
い
う
点
で
は
大
正
改
修
に
よ
っ
て
か

つ
て
の
喰
違
堤
の
部
分
が
新
堤
防
で
閉
じ
ら
れ
、
洪
水

の
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
重
要
で
し
た
。

民
間
で
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
養
老
鉄
道
で
道

床
が
道
路
と
同
じ
高
さ
の
区
間
が
あ
っ
た
り
一
部
、
大

垣
輪
中
堤
防
上
を
通
っ
た
り
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
議

論
の
結
果
の
名
残
で
す
。

三
．
大
正
改
修
と
養
蚕
・
畑
作

揖
斐
川
の
無
堤
部
に
あ
た
る
神
戸
町
南
部
の
落
合
・

付
寄
・
斉
田
・
柳
瀬
と
揖
斐
川
左
岸
の
西
座
倉
で
は
、

洪
水
に
よ
っ
て
肥
沃
な
土
が
運
ば
れ
て
き
て
畑
地
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
畑
作
物
は
水
稲
と
違
い

短
時
間
の
冠
水
で
も
水
腐く

さ

れ
し
て
し
ま
う
た
め
、
大
正

改
修
ま
で
は
こ
の
地
域
で
安
定
し
て
畑
作
物
を
栽
培
す

る
の
は
困
難
で
し
た
。
明
治
時
代
半
ば
、
こ
の
地
域
で

も
養
蚕
が
始
ま
り
、
蚕
の
飼
料
の
桑
が
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
桑
は
冠
水
被
害
を
免

ま
ぬ
か

れ
や
す
く
、
そ

の
栽
培
に
適
す
る
畑
地
が
多
か
っ
た
こ
の
地
域
で
養
蚕

が
発
達
し
、
人
々
に
現
金
収
入
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

大
正
改
修
に
よ
っ
て
畑
地
が
冠
水
を
ほ
ぼ
完
全
に

免
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ご
ぼ
う
・
に
ん
じ
ん
を
中
心

と
し
た
商
品
作
物
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ご
ぼ
う
は
大
正
末
・
昭
和
初
め
か
ら
「
斉
田
牛ご

蒡ぼ
う

」
の
名
で
京
阪
神
方
面
ま
で
送
り
出
さ
れ
ま
す
。
に

ん
じ
ん
は
四
〇
～
五
〇
㎝
の
長な

が

に
ん
じ
ん
で
し
た
。
十

一
月
か
ら
翌
三
月
初
め
ま
で
が
収
穫
期
間
で
、
川
で
洗
っ

て
出
荷
し
て
い
た
た
め
、
雪
ど
け
水
が
川
に
流
れ
込
む

時
期
の
作
業
は
手
が
冷
た
く
困
難
な
作
業
で
し
た
。
野

菜
を
洗
う
作
業
は
川
辺
に
下
り
ら
れ
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
た
「
河か

わ

戸ど

」
と
い
う
場
所
で
行
い
ま
し
た
。

斉
田
で
は
昭
和
四
十
（
一
九

六
五
）
年
と
翌
年
の
農
業
構
造

改
善
事
業
で
、
区
画
整
理
・
畑

地
灌か

ん

漑が
い

が
実
施
さ
れ
、
同
じ
頃

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
建
設
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
斉
田

の
畑
作
地
は
景
観
を
一
変
し
、

野
菜
の
専
業
農
家
が
増
加
し
ま

し
た
。

栽
培
期
間
の
長
い
ご

ぼ
う
・
に
ん
じ
ん
に
代
わ
り
、

き
ゅ
う
り
・
な
す
・
大
根
・
ほ
う
れ
ん

草
等
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
近
年
で
は
主
に
小
松
菜
・
グ
リ
ー

ン
ね
ぎ
・
水
菜
・
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
・
ほ
う

れ
ん
草
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
、
施
設
栽
培
は
人
手
が
多
く
か
か

る
た
め
、
野
菜
以
外
に
バ
ラ
等
の
栽
培

が
試
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
（
一

九
七
七
）
年
、
神
戸
町
バ
ラ
生
産
組
合

が
設
立
さ
れ
、
第
二
次
農
業
構
造
改
善

事
業
で
バ
ラ
温
室
団
地
約
八
千
四
百
㎡

が
建
設
さ
れ
ま
す
。
昭
和
五
十
九
（
一

九
八
四
）
年
に
は
バ
ラ
が
町
の
花
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
は
バ
ラ
団
地
へ
の
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
の
行

ぎ
ょ
う

幸こ
う

啓け
い

が
あ
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
ア

ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
栽
培
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
．
大
正
改
修
の
生
ん
だ
土
地

大
正
改
修
で
廃
川
に
な
っ
た
、
呂
久
（
現
瑞
穂
市
呂

久
）
付
近
の
揖
斐
川
湾
曲
部
で
は
廃は

い

川せ
ん

敷じ
き

を
埋
め
立
て

て
約
一
三
町
歩
の
畑
が
造
成
さ
れ
（
「
改
修
畑
」
）、
呂

久
と
斉
田
の
事
業
用
地
提
供
者
ら
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
柳
瀬
字
下
柳
原
の
神し

ん

明め
い

神
社
に
あ
る
「
揖
斐
川

廃
川
埋
立
記
念
碑
」
は
こ
の
事じ

蹟せ
き

を
伝
え
て
い
ま
す
。

大
正
改
修
前
の
柳
瀬
地
区
、
特
に
出で

郷ご
う

の
福
田
の
東

部
・
南
部
は
一
面
の
湿
田
で
、
付
近
は
葭よ

し

が
生
い
茂
り

米
作
が
見
込
め
な
い
土
地
で
し
た
。
こ
う
し
た
場
所
で

も
耕
地
整
理
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年

か
ら
九
年
間
で
湿

田
の
乾
田
化
、
道

路
・
用
排
水
路
整

備
が
な
さ
れ
た
の

は
、
大
正
改
修
の

お
陰
で
し
た
。

昭

和

二

十

五

（
一
九
五
〇
）
年

の
東
邦
レ
ー
ヨ
ン

株
式
会
社
揖
斐
川

■
参
考
文
献

『
美
濃
神
戸
　
水
と
の
闘
い
の
あ
と
』

北
村
晥
庸
　
二
〇
〇
三
年

『
斉
田
と
水
害
』（
斉
田
に
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
⑧
）

斉
田
の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
　
二
〇
二
〇
年

『
美
濃
神
戸
　
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
』

神
戸
町
　
一
九
九
二
年

『
わ
た
し
た
ち
の
町
ご
う
ど
』令
和
２
年
度
版

神
戸
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
二
〇
年

『
美
濃
神
戸
百
年
史
』　
　
神
戸
町
　
二
〇
〇
五
年

『
神
戸
町
史
　
下
巻
』　
　
神
戸
町
　
一
九
六
九
年

「
西
美
濃
農
業
協
同
組
合
下
宮
青
果
部
会
協
議
会
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『
薔
薇
』　
　
　
　
　
岐
阜
バ
ラ
会
　
一
九
九
五
年

「
施
設
園
芸
に
い
ど
む
人
び
と
」

市
川
康
平
　『
岐
阜
県
の
土
地
と
産
業
』

教
育
出
版
文
化
協
会
　
一
九
七
七
年

『
岐
阜
神
戸
町
工
場
誘
致
史
』　
石
原
久
夫

一
九
九
六
年

下宮地区で生産される主な野菜の移り変わり
＜出典：『わたしたちの町ごうど』＞

揖斐川廃川埋立記念碑
（柳瀬字下柳原）

現在も保存されている
上げ舟（柳瀬地区）

ビニールハウスが並ぶ斉田地区

揖斐川右岸の大規模工場群
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慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
徳
川
の
四
天
王
の
一

人
、
本
多
忠た

だ

勝か

つ

が
桑
名
十
万
石
を
与
え
ら
れ
桑
名
城
に

入
り
ま
し
た
。
忠
勝
は
桑
名
城
の
拡
張
整
備
に
着
手
し

た
ほ
か
、
城
下
町
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の
桑

名
の
都
市
計
画
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
こ
の
都
市
再
開

発
事
業
は
「
慶
長
の
町
割
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
工
事
に
は
町
屋
川
の
付
け
替
え
が
伴
い
ま
し
た
。
町ま

ち

屋や

川
は
「
慶
長
の
町
割
」
以
前
に
は
、
後
の
桑
名
城
や

城
下
町
に
な
る
区
域
に
三
つ
の
流
れ
に
分
岐
し
な
が
ら

流
れ
、
揖
斐
川
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
本
多
忠

勝
は
そ
の
流
れ
を
付
け
替
え
て
、
現
在
の
よ
う
に
安や

す

永な

が

の
南
を
町
屋
川
が
流
れ
る
よ
う
に
し
た
の
で
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

前
回
記
事
「
木
曽
三
川
下
流
域
の
地
名

　
第
一
編

　

破
堤
地
の
痕
跡
と
地
名
」
で
は
、
地
名
に
つ
い
て
や
地

名
学
と
い
う
学
問
に
つ
い
て
概
観
し
、
輪
中
地
帯
の
地

名
、
特
に
堤
防
が
過
去
に
破
堤
し
た
場
所
に
関
係
す
る

地
名
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
は
、
現
在
の
桑
名
の
都
市
計
画
の
基
礎
を
築
い

た
、
江
戸
時
代
初
期
の
本
多
忠
勝
に
よ
る
「
慶
長
の
町

割
」
に
つ
い
て
地
名
の
観
点
か
ら
見
て
み
ま
す
。
こ
の

時
に
桑
名
城
が
大
規
模
に
改
築
さ
れ
、
城
下
町
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら
「
慶
長
の
町
割
」
に
よ
っ

て
登
場
し
た
地
名
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
町
屋
川

（
員い

な

べ弁
川
下
流
）
は
「
慶
長
の
町
割
」
以
前
、
後
の
桑

名
城
や
城
下
町
に
な
る
区
域
を
三
つ
の
流
れ
に
分
岐
し

な
が
ら
流
れ
、
揖
斐
川
に
注
い
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の

時
に
川
の
流
路
が
付
け
替
え
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
に
繁し

げ

松ま
つ

新
田
と
東
金か

な

井い

の
間
で
大
き
く
南
に
向
き
を
変
え
る

よ
う
な
流
れ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
町
屋
川
の
付
け
替

え
に
関
係
す
る
地
名
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
．「
慶
長
の
町
割
」
以
前
の

　
　
桑
名
の
地
名

江
戸
時
代
以
前
の
桑
名
の
地
形
を
書
き
留
め
た

も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
が
「
益ま

す

田だ
の

庄
し
ょ
う

桑
名

三み

崎さ
き

天て
ん

正
し
ょ
う

元げ
ん

亀き

以
前
之の

図
」（
以
下
「
以
前
之
図
」

と
略
す
）
で
す
。
こ
の
図
は
江
戸
後
期
、
享

き
ょ
う

和わ

二

（
一
八
〇
二
）
年
）
に
長

ち
ょ
う

円え
ん

寺じ

の
僧
、
魯ろ

縞こ
う

庵あ
ん

義ぎ

道ど
う

の
編
著
で
、
工
藤
麟り

ん

溪け
い

が
挿
絵
を
描
い
た
『
久く

波わ

奈な

名
所
図ず

会え

』
の
中
に
あ
る
も
の
で
す
。
義
道

は
博
覧
強
記
の
人
で
、
桑
名
の
地
誌
『
桑そ

う

府ふ

名
勝

志
』
も
著
し
て
い
ま
す
。
「
桑
名
の
千
羽
鶴
」
を

考
案
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。
「
慶
長
の
町
割
」

が
お
こ
な
わ
れ
て
二
百
年
近
く
経
っ
た
時
期
に
記

さ
れ
た
記
録
で
す
の
で
、
図
の
細
部
ま
で
信
頼
で

き
る
か
ど
う
か
、
こ
こ
で
結
論
を
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
町
割
以
前
の
桑
名
の
景

観
を
お
お
ま
か
に
知
る
た
め
に
、
主
に
『
桑
名
市

史
』
に
依
拠
し
な
が
ら
、
こ
の
図
に
登
場
す
る
地
名
や

寺
社
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

「
以
前
之
図
」
に
は
、
後
に
桑
名
城
下
町
と
な
る
場

所
が
、
町
屋
川
が
揖
斐
川
に
流
れ
込
む
河
口
に
形
成
さ

れ
た
三
角
州
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
町
屋
川
の
流

れ
は
河
口
手
前
で
三
つ
に
分
か
れ
、
そ
の
間
の
二
つ
の

中
州
が
そ
れ
ぞ
れ
「
泡あ

わ

洲す

崎ざ
き

」「
加か

良ら

洲す

崎ざ
き

」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
三
つ
に
分
か
れ
た
町
屋
川
の
一
番
北

側
の
流
れ
に
は
、
北
か
ら
大お

お

山や
ま

田だ

川
が
合
流
し
、
大
山

田
川
・
町
屋
川
・
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
場
所
の
先
端
が

「
自お

の

凝こ
ろ

洲す

崎ざ
き

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

中
央
に
位
置
す
る
「
加
良
洲
崎
」
に
は
、
現
在
は
総

称
し
て
桑
名
宗
社
と
呼
ば
れ
、
通
称
で
春か

す

が日
神
社
（
春

日
さ
ん
）
と
も
呼
ば
れ
る
「
三
崎
」（
桑
名
神
社
、
三
崎

大
明
神
）
と
「
春
日
」（
中
臣
神
社
、
春
日
大
明
神
）
の

二
つ
の
神
社
が
位
置
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
東
に
は
「
市

神
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
北
魚
町
西
南
角
に
あ
っ
た
座
方

市
神
社
に
当
た
る
そ
う
で
す
。
か
つ
て
桑
名
の
市
は
春

日
神
社
を
中
心
に
南
市
場
・
北
市
場
が
扇
状
に
拡
が
っ

木曽三川下流域の地名　第二編

桑名の「慶
け い

長
ち ょ う

の町
ま ち

割
わ り

」と地名

江戸初期の「慶長の町割」で付け替えられた町屋川（員弁川下流）
付け替え地点からは大きく湾曲し右奥の鉄道橋に向かって流れる。

「益田庄桑名三崎天正元亀以前之図」（『久波奈名所図会』）
地名等が明瞭であることから、『桑名市史 本編』掲載の同図の写しを引用する。
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三
．「
慶
長
の
町
割
」

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
、
徳
川
の
四
天
王
の
一
人
、

本
多
忠
勝
が
桑
名
十
万
石
を
与
え
ら
れ
桑
名
城
に
入
り

ま
し
た
。
忠
勝
は
城
の
拡
張
整
備
に
着
手
し
、
本
丸
・

新
城
（
城
主
御
殿
）
・
二
之
丸
・
三
之
丸
・
内
朝
日
丸

等
を
堀
で
区
画
、
天
守
閣
も
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

同
年
六
月
十
八
日
か
ら
は
桑
名
城
下
町
の
都
市
計
画

「
慶
長
の
町
割
」
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
町
中
の
家

を
壊
し
、
新
し
い
道
路
を
作
り
、
屋
敷
地
を
区
別
し
ま

し
た
。
強
制
的
に
立
ち
退
か
さ
れ
た
町
民
た
ち
は
堤
の

上
に
小
屋
を
建
て
た
り
、
川
に
筏

い
か
だ

を
浮
か
べ
た
り
し
て

一
時
的
に
生
活
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
工
事
に
は
約
四

年
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
自
然
発
生
的
に
成
長
し

て
き
た
町
を
、
計
画
に
基
づ
い
て
す
っ
か
り
変
え
て
し

ま
う
再
開
発
事
業
で
し
た
。
城
を
中
心
に
し
て
武
士
の

町
が
作
ら
れ
、
そ
の
外
側
に
商
人
・
手
工
業
者
の
町
が

作
ら
れ
ま
し
た
。
寺
は
主
と
し
て
南
北
二
か
所
に
集
め

ら
れ
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。
桑
名
神
社
の
大
祭
礼
が
八
月
十
八
日
で
、

こ
の
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
売
買
交
換
の
市
が
立

ち
、
市
の
終
わ
り
の
日
に
座
方
市
神
社
の
祭
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
光こ

う

明
み
ょ
う

寺じ

」
は
春
日
社
の
神
宮
寺
と
し
て

神
事
に
関
わ
り
ま
し
た
。
「
樋ひ

口ぐ
ち

氏
城
」
は
戦
国
時
代

の
桑
名
に
あ
っ
た
三
ヶ
城
の
一
つ
、
西
城
に
あ
た
り
ま

す
。
現
在
の
吉よ

津つ

屋や

町
ち
ょ
う

付
近
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

続
い
て
南
側
の
「
泡
洲
崎
」
に
あ
る
地
名
・
社
寺
名

等
を
見
て
み
ま
す
と
、「
本
願
寺
」「
楊よ

う

柳
り
ゅ
う

寺じ

」「
天て

ん

武む

社
」

に
つ
い
て
は
、
町
割
以
前
、
こ
れ
ら
の
社
寺
は
現
在
の

新し
ん

屋や

敷し
き

に
あ
た
る
場
所
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら

に
隣
接
し
て
い
る
「
蛎か

き

塚
」
は
「
伝て

ん

馬ま

町
ち
ょ
う

貝
塚
」
跡
と

か
つ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
場
所
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
な

お
古
代
に
は
ま
だ
こ
の
付
近
は
海
で
人
は
居
住
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
貝
塚
だ
と
は
考
え
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
「
八
幡
」
は
八は

ち

幡ま
ん

町
ち
ょ
う

の
町
名
の
起
源
と

な
っ
た
八
幡
社
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
神
社
の
具
体

的
な
所
在
地
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
「
念
仏
道
場
」
は

光こ
う

徳と
く

寺じ

に
あ
た
り
ま
す
。
町
割
以
前
は
今
の
一
色
町
の

場
所
に
あ
っ
た
「
泡
洲
八
幡
」
を
、
町
割
の
際
に
同
寺

の
中
に
移
し
て
光
徳
寺
の
鎮
守
と
し
ま
し
た
。
「
阿あ

弥み

陀だ

寺
」
は
伝
馬
町
に
接
し
た
萱か

や

町ま
ち

に
所
在
し
ま
し
た
が
、

川
を
挟
ん
だ
桑
名
神
社
の
神
事
に
参
加
し
て
い
た
そ
う

で
す
。

「
自
凝
洲
崎
」
に
位
置
す

る
「
御
宝
殿
」
は
「
佐
之

富
社
」「
中な

か

臣と
み

社
」
を
奉ほ

う

祀し

し
て
い
た
宝
殿
社
の
こ
と

で
す
。
明
治
時
代
に
な
っ

て
北
桑
名
総
社
北
桑
名
神

社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

「
延
命
地
蔵
」
は
平
安
時
代

に
海
上
よ
り
出
現
し
、
浄

土
寺
に
奉
安
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
同
寺
は
、

「
袖そ

で

野の

」
に
い
た
旧
家
の
贄に

え

家
の
者
が
浄
土
寺
に
所
領

を
寄
進
し
た
と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
で
、
袖
野
山
と

い
う
山
号
を
持
ち
ま
す
。
「
矢や

部べ

氏
城
」
は
加
良
洲

崎
の
樋
口
氏
城
と
同
じ
く
、
戦
国
時
代
の
桑
名
に

あ
っ
た
三
ヶ
城
の
一
つ
で
、
江
ノ
奥
城
と
も
称
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
北
桑
名
総
社
北
桑
名
神
社
に
な
っ

て
い
る
三
崎
神
明
社
は
、
三
崎
門
外
の
町
の
総
称
で

あ
る
今い

ま

一い
っ

色し
き

の
産う

ぶ

土す
な

神
で
、
江
ノ
奥
神
明
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
「
柳
堂
」
は
、
現
在
は
萱
町
に
あ
る

法ほ
う

盛
じ
ょ
う

寺じ

で
す
。
同
寺
は
応お

う

仁に
ん

二
（
一
四
六
八
）
年
、

三
河
よ
り
三
崎
に
移
り
、
慶
長
の
町
割
で
現
在
の
萱

町
に
移
り
ま
し
た
。
「
以
前
之
図
」
右
上
端
に
記
さ

れ
る
「
中
島
」
は
現
在
の
福ふ

く

島じ
ま

に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

三
つ
の
「
崎
」
の
範
囲
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
町
屋
川
の
三
つ
に
分
か
れ
た
最
も
南
の
流
れ
の

右
岸
地
域
に
つ
い
て
も
、
「
以
前
之
図
」
で
は
描
か

れ
、
い
く
つ
か
の
地
名
・
社
寺
名
等
が
書
き
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
「
神
立
宮
」（
神こ

う

館た
て

神
社
）
は
伊
勢
神
宮

の
御
領
で
あ
っ
た
桑
名
神
戸
の
神
明
神
と
し
て
奉
祀

さ
れ
た
神
社
で
あ
り
、
「
大だ

い

福ふ
く

田で
ん

寺じ

」
は
文ぶ

ん

亀き

の
頃こ

ろ

（
十
六
世
紀
初
め
）、
宇
治
山
田
か
ら
大だ

い

福ふ
く

村
に
移
転

し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
後
に
現
在
の
東

ひ
が
し

方か
た

に
移

転
）
。「
以
前
之
図
」
で
そ
れ
ら
の
間
に
あ
る
「
神
戸
岡
」

は
こ
の
地
域
の
古
い
郷
名
、
神
戸
郷
の
名
と
結
び
つ
い

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
矢
田
」
は
矢
田
町
に
あ
た

り
、
一
方
で
「
加
良
洲
崎
」
の
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
対
岸

に
あ
る
「
大
日
霊
社
」
は
立た

ち

坂さ
か

神
社
（
矢
田

八
幡
社
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

「
以
前
之
図
」
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

小
牧
・
長
久
手
の
戦
い
で
豊
臣
秀
吉
と
織
田

信の
ぶ

雄か
つ

が
講
和
を
結
ん
だ
場
所
と
し
て
知
ら
れ

る
矢
田
磧

か
わ
ら

も
「
加
良
洲
崎
」
側
に
位
置
し
て

い
ま
し
た
。

以
上
、
簡
単
な
検
討
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

結
果
を
現
在
の
地
図
に
示
し
て
み
ま
す
と

上
の
図
に
な
り
ま
す
。
大
ま
か
で
す
が
「
泡

洲
崎
」「
加
良
洲
崎
」「
自
凝
洲
崎
」
と
、
南

の
「
神
戸
岡
」
地
域
が
現
在
の
桑
名
市
域
の

ど
の
範
囲
で
あ
る
か
、
見
て
と
れ
る
と
思
い

ま
す
。

現在の桑名の地図に重ねた「益田庄桑名三崎天正元亀以前之図」に記された地名・寺社の所在範囲
＜国土地理院地理院地図を加工して作成＞

北桑名総社北桑名神社（かつて三崎神明社と称さ
れた）

江戸時代における桑名城下の各町＜出典：「近世城下町桑名における祭
礼の変容」＞『久波奈名所図会』にある「御城下惣図」を出典論文著者
が加工した図。論文中にある町名等一覧は省略した。
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⑧
寺
社
に
関
す
る
も
の

　 

寺
町

　
宮
通

　
宮
町

　
八
幡
町

　
宝
殿
町

　
住
吉
町

⑨
合
併
し
た
も
の

　
福
江
町
（
大
福
・
江
場
の
入
会
地
）

⑩
そ
の
他

　
相
生
町

　
一
色
町

　
掛
樋

前
回
の
記
事
で
は
、
日
本
の
農
村
部
で
地
名
の
約
七

割
は
地
形
を
表
す
方
言
に
よ
る
地
名
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
見
た
桑
名
の
城

下
町
の
「
慶
長
の
町
割
」
後
の
地
名
は
、
平
地
に
都
市

計
画
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
城
下
町
で
あ
っ
た
と
い
う

理
由
か
ら
か
地
形
に
結
び
付
い
た
地
名
が
見
ら
れ
ず
、

自
然
に
関
係
す
る
地
名
（
葭
町
、
萱
町
等
）
が
わ
ず
か

に
あ
る
の
み
で
す
。
住
民
の
職
業
な
ど
、
人
々
の
生
活

と
結
び
つ
い
た
地
名
が
多
い
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

四
．「
町
屋
川
の
付
け
替
え
」
と

　
　
地
名

員
弁
川
は
鈴
鹿
山
脈
北
端
の
烏え

帽ぼ

子し

岳だ
け

お
よ
び
三み

国く
に

岳だ
け

か
ら
発
し
、
員
弁
郡
内
を
西
か
ら
東
へ
貫
流
し
桑
名

市
に
至
り
、
同
市
と
三
重
郡
の
間
を
流
れ
、
伊
勢
湾
に

注
ぎ
ま
す
。
員
弁
郡
と
旧
桑
名
郡
の
郡
境
に
あ
る
坂
井

橋
か
ら
上
流
を
員
弁
川
、
下
流
を
町
屋
川
と
呼
ん
で
い

た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の

境
は
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
記
事
で
は
こ
れ
ま

で
、
こ
の
川
の
か
つ
て
の
三
角
州
の
地
域
を
中
心
に
取

り
上
げ
た
た
め
、
町
屋
川
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
町
中
に
流
れ
込
ん
で
い
た
町
屋
川
の
流
れ

が
付
け
替
え
ら
れ
、
現
在
の
よ
う
に
安
永
の
南
を
流
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
山
田
川
の
流
れ
も
変
わ
り

ま
し
た
。
今
ま
で
川
に
よ
っ
て
三
つ
の
洲
崎
に
分
か
れ

て
い
た
町
が
一
つ
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

「
慶
長
の
町
割
」
に
よ
っ
て
桑
名
の
町
は
現
在
に
近

い
都
市
区
画
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
区
に
は
そ
の
地
域

に
住
む
住
民
の
職
名
等
、
地
域
の
特
徴
に
関
連
す
る
町

名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
町
割
後
の
地
名
に
つ
い
て
概

観
す
る
た
め
に
『
桑
名
市
史
』
本
編
掲
載
の
分
類
を
、

以
下
に
引
用
し
ま
す
（
た
だ
し
一
部
の
地
名
を
省
略
し

ま
し
た
）
。

①
町
の
新
旧
位
置
に
よ
る
も
の

　 

新
町

　
本
町

　
中
町

　
北
町

　
大
北
町

　
内
堀

　

外
堀

　
入
江
町

　
新
屋
敷

②
町
の
姿
か
ら

　
堤
原

　
田
町

　
片
町

　
葭
町

　
萱
町

③
移
住
者
の
出
身
地
か
ら

　
江
戸
町

　
伊
賀
町

④
身
分
に
よ
る
も
の

　
殿
町

⑤
食
糧
品
に
関
す
る
も
の

　
北
魚
町

　
南
魚
町

　
油
町

⑥
職
業
に
関
す
る
も
の

　 

鍛
冶
町

　
職
人
町

　
鍋
屋
町

　
鍋
屋
堤

　
風
呂
町

　

女
郎
屋
町

　
小
網
町

　
紺
屋
町

　
水
主
町

　
鷹
匠
町

⑦
運
輸
送
に
関
す
る
も
の

　
伝
馬
町

　
船
馬
町

　
太
一
丸

　
馬
道

　
船
町

頃
（
十
九
世
紀
前
半
）
に
人
が
住
み
着
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
北き

た

別べ
っ

所し
ょ

村
の
人
た
ち
が
移
住
し
た
と
言
わ
れ
、

ま
た
本ほ

ん

郷ご
う

（
現
在
の
桑
名
市
桑
名
本
郷
）
に
集
落
が
で

き
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
神
明
社
（
現
在
の

桑
名
神
明
社
）
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
三
崎
新
田
は
明

治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
桑
名
村
と
改
称
し
ま
す
。
現

在
の
桑
名
駅
周
辺
の
中
央
町
・
寿
町
等
か
ら
六
華
宛
付

近
ま
で
至
る
広
い
地
域
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
町
屋
川
の
付
け
替
え
後
に
、
同
川
と
の
結
び

付
き
が
生
じ
た
場
所
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
存
在
し

ま
す
。
町
屋
川
の
付
け
替
え
後
、
東
海
道
は
桑
名
城
下

町
を
出
た
後
、
安や

す

永な
が

と
縄な

生お

（
現
在
の
三
重
郡
朝
日
町

縄
生
）
の
間
で
同
川
を
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
寛

永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
に
初
め
て
橋
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
安
永
に
は
宿
場
と
宿
場
の
間
の
休
憩
所
に
あ
た

る
立た

て

場ば

が
で
き
ま
し
た
。
文
化
文
政
の
頃
か
ら
は
員
弁

地
方
の
米
を
高
瀬
舟
で
員
弁
川
を
下
っ
て
運
搬
し
、
安

永
の
町
屋
橋
辺
り
で
陸
揚
げ
し
て
桑
名
城
下
町
へ
運
ん

だ
そ
う
で
す
。
現
在
も
安
永
の
旧
東
海
道
沿
い
に
残
る

常
じ
ょ
う

夜や

燈と
う

は
、
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
、
桑
名
や
岐
阜

の
材
木
商
が
伊
勢
神
宮
へ
の
祈
願
を
兼
ね
て
寄
進
し
た

も
の
で
す
。
安
永
は
町
屋
川
の
付
け
替
え
に
よ
っ
て
渡

河
点
と
な
り
、
ま
た
舟
運
の
荷
揚
げ
場
に
も
な
り
ま
し

た
。
付
け
替
え
に
よ
っ
て
安
永
の
置
か
れ
た
地
理
条
件

は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

■
参
考
文
献

『
桑
名
市
史
』
本
編
・
補
編

一
九
五
九
年
・
一
九
六
〇
年

『
桑
名
歴
史
散
歩
』
　
西
羽
晃
　
愛
郷

一
九
七
四
年

『
志
る
べ
石
　
桑
名
史
跡
め
ぐ
り
』

桑
名
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
一
年

「
近
世
城
下
町
桑
名
に
お
け
る
祭
礼
の
変
容
」

渡
辺
康
代
　
『
歴
史
地
理
学
』
№
２
３
０

二
〇
〇
六
年

立坂神社（矢田八幡社）

安永にある伊勢両宮常夜燈

かつての三崎新田に位置する桑名神明社

か
つ
て
町
屋
川
が
流
れ
て
い
た
場
所
を
示
す
記
念
碑

と
し
て
、
現
在
の
近
鉄
益
生
駅
西
側
に
立
っ
て
い
る
有あ

り

王お
う

塚づ
か

が
あ
り
ま
す
。
有
王
（
有
王
丸
）
は
『
平
家
物
語
』

で
平
清
盛
討
伐
の
密
議
を
し
て
流
刑
に
な
っ
た
僧
、
俊

し
ゅ
ん

寛か
ん

を
流
刑
先
の
離
島
ま
で
訪
ね
た
と
さ
れ
る
侍
童
で
、

彼
は
俊
寛
の
最
後
を
み
と
り
遺
骨
を
高
野
山
奥
の
院
に

納
め
て
法
師
に
な
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
国
内
各
地
に
有

王
・
俊
寛
の
遺
跡
や
伝
説
が
分
布
す
る
そ
う
で
、
益
生

に
残
る
有
王
塚
（
俊
寛
塚
も
近
く
に
あ
り
）
も
そ
の
一

つ
と
言
え
ま
す
。
町
割
後
は
今
一
色
寺
町
に
移
っ
た

崇
り
ん
そ
う寺

の
寺
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
同
寺
は
元
は
尾
野
山
に

あ
り
浜
辺
に
住
む
人
々
を
教
化
し
ま
し
た
が
、
人
々
が

移
住
し
た
た
め
益
生
に
移
り
ま
し
た
。
益
生
所
在
時
、

崇
寺
は
臨
滄
寺
（
臨
湊
寺
）
と
称
し
て
お
り
、
今
で

も
俗
に
船
着
御
坊
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
名
前
か

ら
、
同
寺
が
付
け
替
え
前
の
町
屋
川
の
近
く
に
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の

崇
寺
に
、
旅
の
途
中
で

病
気
に
な
っ
た
有
王
が
や
っ
て
来
ま
す
。
看
護
を
受
け

ま
し
た
が
亡
く
な
り
、
境
内
に
葬
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。
有
王
塚
は
こ
の
事じ

蹟せ
き

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
か

つ
て
そ
の
付
近
が
町
屋
川
の
近
く
に
位
置
し
て
い
た
こ

と
も
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

町
屋
川
は
「
慶
長
の
町
割
」
で
流
れ
を
付
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
付
け
替
え
前
に
川
が
流
れ
て

い
た
場
所
は
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
桑
名
城
建
設

の
際
に
城
の
内
堀
、
外
堀
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
町
屋
川

の
流
れ
が
使
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
川
跡
を
開
墾
し
て
農
地
と
し
た
場
所
も
あ
り
ま
し

た
。
三
崎
新
田
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
三
崎
新
田
は

寛か
ん

永え
い

六
（
一
六
二
九
）
年
に
開
発
さ
れ
、
当
初
、
桑
名

城
下
の
町
々
か
ら
耕
作
し

て
い
ま
し
た
が
農
耕
が
行

き
届
か
な
か
っ
た
た
め
、

貞
じ
ょ
う

享
き
ょ
う

三
（
一
六
八
六
）
年
、

農
民
に
耕
作
を
依
頼
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
も
長
い
間
、
同
新
田

に
は
人
家
が
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
文ぶ

ん

化か

文ぶ
ん

政せ
い

の

益生駅近くにある有王塚
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一
．
対
象
と
す
る
村
々
の
概
況

本
稿
で
は
、
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
五
島
孝
家

文
書
を
も
と
に
、
杭
瀬
川
左
岸
の
美
濃
国
安
八
郡
一い

っ

色し
き

村
（
現
・
岐
阜
県
大
垣
市
南
一
色
町
・
宝ほ

う

和わ

町
）
と
右

岸
の
同
国
不ふ

破わ

郡
福ふ

く

田た

村
（
同
前
福
田
町
・
熊
野
町
）
・

笠か
さ

毛け

村
（
同
前
福
田
町
・
熊
野
町
・
桧

ひ
の
き

町
）
と
の
相
論

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
一
色
村
・
福
田
村
・

笠
毛
村
の
概
況
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

一
色
村
は
、
大
垣
輪
中
の
西
部
に
位
置
し
、
江
戸
時

代
を
通
じ
て
大
垣
藩
領
で
、
村
高
四
百
八
十
二
石
余

（
「
旧

き
ゅ
う

高だ
か

旧
領
取と

り

調
し
ら
べ

帳
」
）
。
福
田
村
は
、
静し

ず

里さ
と

輪
中
の

北
東
部
に
位
置
し
、
明め

い

和わ

七
（
一
七
七
〇
）
年
以
降
、

大
垣
藩
預

あ
ず
か
り
ど
こ
ろ

所
で
、
村
高
は
八
百
四
十
七
石
余
（
同
前
）
。

笠
毛
村
は
、
静
里
輪
中
の
北
部
に
位
置
し
、
十
七
世
紀

後
半
に
村
内
か
ら
福
田
村
が
分
村
し
て
以
降
、
尾
張
藩

領
で
、
村
高
は
二
百
六
十
三
石
余
（
同
前
）
。

な
お
、
五
島
孝
家
文
書
は
、
一
色
村
の
名な

主ぬ
し

を
代
々

務
め
た
五
島
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
群
で
す
。

二
．
土
手
の
高
さ
・
水
制
の
設
置

　
　
に
つ
い
て
の
取
決
め

安あ
ん

永え
い

六
（
一
七
七
七
）
年
十
一
月
、
一
色
村
・
福
田

村
・
笠
毛
村
の
三
か
村
は
済す

み

口く
ち

証
し
ょ
う

文も
ん

（
文
書
番
号
Ａ
五

–

（
二
）–

一
八
「
一い

っ

札さ
つ

之
事
」
）
を
交
わ
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け

は
、
一
色

村
地
内
の

堤

外

に

「
井
桁
」

が
新
設
さ

れ
、
「
刎は

ね

篭か
ご

并
な
ら
び
に

諸
木

等
」
が
水

流
の
支
障

に
な
る
と

し
て
、
福

田
村
・
笠

研究資料研究資料

江戸時代における杭
く い

瀬
せ

川流域の
治水と村々の関係

大垣市教育委員会　学芸員

山﨑和真

濃
尾
平
野
に
は
、
木
曽
三
川
と
称
さ
れ
る
木
曽
川
・

長
良
川
・
揖
斐
川
の
大
河
川
を
は
じ
め
、
庄

し
ょ
う

内な

い

川
・
杭

瀬
川
・
牧
田
川
な
ど
の
中
小
河
川
に
至
る
ま
で
、
数
多

く
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。
特
に
西
南
部
の
地
域
で
は
、

低
平
地
に
木
曽
三
川
な
ど
の
河
川
が
集
中
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
古
来
、
河
川
氾
濫
の
克
服
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
治
水
対
策
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
治
水
対
策
の
実
施
に
は
、
問
題
点
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
地
域
の
水
害
が
減
少
す
る
一

方
で
、
別
の
地
域
の
水
害
が
増
加
す
る
と
い
う
点
で
す
。

そ
の
た
め
、
河
川
流
域
の
村
々
の
間
で
は
、
し
ば
し
ば

治
水
を
め
ぐ
る
相そ

う

論ろ

ん

が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
濃
尾
平
野
西
南

部
、
杭
瀬
川
流
域
に
お
け
る
治
水
を
め
ぐ
る
相
論
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
、
河
川
流
域
の
村
々
が
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
見
て
い

き
ま
す
。

毛
村
が
出
訴
し
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
大
垣
藩
預

所
美み

江え

寺じ

村
宇
兵
衛
、
尾
張
藩
領
下し

も

笠が
さ

村
田
中
権
之
右

衛
門
・
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

村
小
川
清
十
郎
、
大
垣
藩
領
木き

戸ど

村
中
村

六
太
夫
の
仲
裁
に
よ
り
、
内な

い

済さ
い

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
に
交
わ
さ
れ
た
済
口
証
文
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

① 

一
色
村
地
内
の
「
今
村
用
水
入
口
角
」
よ
り
西
へ

川
沿
い
四
十
八
間
の
区
間
で
は
、
土
手
は
田
の
表

面
か
ら
高
さ
一
尺
八
寸
と
す
る
。

② 

一
色
村
地
内
西
の
川
沿
い
百
四
十
八
間
の
区
間
で

は
、
土
手
は
田
の
表
面
か
ら
高
さ
一
尺
二
寸
と
す

る
。

③ 

(1)
一
色
村
地
内
の
「
今
村
用
水
」
の
両
側
の
土
手

に
つ
い
て
は
、
西
側
は
「
杁い

り

口ぐ
ち

」
か
ら
百
十
八
間

の
区
間
、
東
側
は
「
杁
口
」
か
ら
百
十
間
の
区
間

に
お
い
て
、
田
の
表
面
か
ら
高
さ
一
尺
二
寸
と
す

る
。

　 

(2)
た
だ
し
、
田
地
の
中
の
道
は
、
一
色
村
の
「
宮

道
」
に
準
じ
て
高
さ
一
尺
と
す
る
。

④ 

(1)
一
色
村
の
「
刎
篭
」
に
つ
い
て
は
、
二
か
所
に

設
置
分
の
ほ
か
は
新
規
分
を
残
ら
ず
撤
去
し
、
「
地

囲
腹
籠
」
に
す
べ
き
こ
と
。

　 

(2)
た
だ
し
、
「
今
村
用
水
入
口
西
」
の
「
並
籠
上

下し

タた

」
を
切
り
取
る
べ
き
こ
と
。

⑤ 

一
色
村
の
「
諸
木
并
樋
」
は
残
ら
ず
取
り
払
い
、

再
び
新
設
し
な
い
こ
と
。

⑥ 

(1)
一
色
村
の
堤
防
沿
い
の
「
築つ

き

捨ず
て

」
四
十
二
間
に

つ
い
て
は
、
現
状
の
と
お
り
と
す
る
。

　 

(2)
た
だ
し
、
高
さ
は
南
の
方
を
二
尺
三
寸
、
中
の

方
を
二
尺
二
寸
、
東
の
方
を
二
尺
と
す
る
。

⑦ 

(1)
福
田
村
・
笠
毛
村
地
内
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
に
「
扣

ひ
か
え

杭ぐ
い

」
の
設
置
場
所
を
定
め
、
杭
と

一
色
村
川
沿
い
の
畔あ

ぜ

高
と
を
見
比
べ
、
後
年
は
田

の
表
面
の
上
が
り
下
が
り
に
関
係
な
く
、
土
手
の

高
さ
を
「
扣
杭
」
の
高
さ
で
一
定
に
す
る
こ
と
。

　 

(2)
も
し
一
色
村
に
お
い
て
高
さ
を
定
め
た
場
所
の

高
さ
が
杭
よ
り
も
高
く
な
っ
た
場
合
は
、
削
り
下

げ
る
こ
と
。

　 

(3)
も
っ
と
も
杭
が
朽
ち
腐
っ
た
場
合
は
、
双
方
が

源氏大橋（岐阜県大垣市宝和町・桧町）から杭瀬川を北に望む
（令和６年10月１日撮影）

一色村周辺地図（『日本歴史地名大系　第21
巻　岐阜県の地名』（平凡社、平成元年）に付
録の地図を加工）
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ず
何
気
な
く
土
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

福
田
村
・
笠
毛
村
よ
り
支
障
の
申
入
れ
を
受
け
た
一

色
村
は
、
両
村
へ
事
情
の
説
明
を
試
み
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
不
調
で
あ
っ
た
た
め
、
大
垣
藩
領
宮
村
名
主
惣そ

う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

・
徳と

く

光み
つ

村
名
主
梅
干
蔵
に
仲
介
を
依
頼
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
惣
三
郎
・
梅
干
蔵
が
福
田
村
・
笠
毛
村

に
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
両
村
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な

返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

① 

前
年
の
「
湿
抜
堀
」
新
設
を
め
ぐ
る
一
件
が
内
済

と
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
し
て
も

「
新
規
普ふ

請し
ん

」
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
し
が
た
い
。

② 

そ
も
そ
も
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
交
わ
し
た

済
口
証
文
に
も
一
色
村
地
内
に
お
い
て
新
規
の
こ

と
は
し
な
い
も
の
と
あ
る
。

③ 

距
離
を
隔
て
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
一

色
村
地
内
西
側
の
川
沿
い
は
相
論
の
根
元
の
場
所

で
あ
り
、
決
し
て
新
規
の
こ
と
は
実
施
し
て
は
な

ら
な
い
場
所
で
あ
る
。

④ 

源
十
郎
は
、
五
人
組
頭
と
し
て
村
役
人
を
務
め
て

お
り
、
前
年
の
相
論
内
済
の
際
も
立
ち
会
っ
て
い

る
の
で
、
安
永
年
間
の
済
口
証
文
の
文
面
を
知
ら

な
い
は
ず
は
な
い
。

⑤ 

村
役
人
の
押
印
が
あ
る
済
口
証
文
に
反
す
る
行
為

を
、
村
役
人
自
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
で
は
少

し
も
安
心
で
き
な
い
の
で
、
領
主
の
判
断
（
「
御

役
所
様
之
御
賢
慮
」
）
を
仰
が
な
く
て
は
、
以
後

の
取
締
り
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

⑥ 

し
か
し
、
惣
三
郎
・
梅
干
蔵
の
両
人
が
取
り
持
ち
、

一
色
村
に
お
い
て
み
な
が
新
規
の
こ
と
は
な
ら
な

い
と
理
解
し
、
以
後
の
取
締
り
に
も
な
る
方
法
が

あ
る
な
ら
ば
和
解
し
た
い
。

福
田
村
・
笠
毛
村
の
意
向
が
ど
の
程
度
の
影
響
を
及

ぼ
し
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
の
後
、
源
十
郎
は
、
大
垣
藩
役
所
に
お
い
て

吟
味
を
受
け
る
と
、
四
月
十
二
日
付
で
、
五
人
組
頭
の

役
儀
取
上
げ
と
「
林
不
足
」、
そ
し
て
、
「
入
土
」
の
速

や
か
な
取
除
き
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

立
ち
会
っ
て
立
て
替
え
る
こ
と
。

　 
(4)
た
だ
し
、
「
杭
頭
」
か
ら
一
尺
五
寸
下
が
っ
た

と
こ
ろ
を
目
印
に
し
て
畔
の
高
さ
と
見
比
べ
る
。

⑧ 

双
方
が
納
得
し
て
内
済
し
た
上
は
、
箇
条
の
内
容

を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
色
村
地
内
の
杭
瀬

川
沿
い
に
新
規
の
「
高
道
・
高
畔
等
」
を
造
成
し

な
い
こ
と
。

土
手
の
高
さ
や
水
制
の
設
置
に
つ
い
て
、
細
か
く
取

り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
一
色
村
と
福
田
村
・

笠
毛
村
と
の

間
で
相
論
が

発

生

す

る

と
、
こ
の
安

永
六
（
一
七

七
七
）
年
の

取
決
め
に
基

づ
い
て
解
決

が
図
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

三
．
一
色
村
に
お
け
る

　
　「
湿し

つ

抜ぬ

き

堀
」
の
新
設

安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
済
口
証
文
を
交
わ
し
て

か
ら
四
十
年
近
く
経
過
し
た
文ぶ

ん

化か

十
一
（
一
八
一
四
）

年
三
月
、
一
色
村
・
福
田
村
・
笠
毛
村
の
三
か
村
は
別

の
済
口
証
文
（
文
書
番
号
Ａ
五–

（
二
）–

一
一
「
一
札

之
事
（
写
）
」
）
を
交
わ
し
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
安

永
年
間
の
相
論
で
対
象
と
な
っ
た
場
所
に
一
色
村
が

「
湿
抜
堀
」
と
し
て
「
新
川
」
を
掘
り
、
掘
り
起
こ
し

た
土
を
田
地
へ
入
れ
た
と
こ
ろ
、
福
田
村
・
笠
毛
村
に

お
い
て
水
流
の
差
し
支つ

か

え
が
生
じ
た
こ
と
で
し
た
。
そ

こ
で
、
大
垣
藩
預
所
塩し

お

田た

村
文
蔵
、
大
垣
本
町
徳
左
衛

門
・
伝
左
衛
門
が
仲
裁
に
入
り
、
内
済
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
際
に
交
わ
さ
れ
た
済
口
証
文
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

① 

一
色
村
地
内
の
「
今
村
井
水
西
側
宮
道
」
よ
り
北

の
「
新
川
」
と
田
地
へ
入
れ
た
土
は
、
元
の
と
お

り
、
土
を
取
り
払
い
、
「
新
川
」
を
埋
め
立
て
る

こ
と
。

② 

(1)
一
色
村
地
内
の
「
今
村
井
水
東
」
の
「
新
川
」

と
田
地
へ
入
れ
た
土
は
、
福
田
村
・
笠
毛
村
の
許

し
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

 

(2)
「
新
川
」
の
新
設
場
所
に
あ
る
田
地
の
表
面
か

ら
「
築
捨
」
の
堤
上
ま
で
の
高
さ
は
、
今
回
の

「
入い

れ

土つ
ち

」
に
よ
り
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
の

済
口
証
文
の
取
決
め
か
ら
一
寸
低
く
し
、
西
（
安

永
六
〔
一
七
七
七
〕
年
の
済
口
証
文
で
は
南
と
表

現
）
を
二
尺
二
寸
、
中
を
二
尺
一
寸
、
東
を
一
尺

九
寸
に
改
め
る
こ
と
。

一
色
村
地
内
の
「
今
村
用
水
」
を
挟
ん
だ
東
西
に
掘

ら
れ
た
「
湿
抜
堀
」
と
し
て
の
「
新
川
」
は
、
安
永
六

（
一
七
七
七
）
年
の
済
口
証
文
に
反
す
る
た
め
、
本
来
、

残
ら
ず
埋
め
立
て
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
「
今

村
用
水
」
の
東
側
は
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
掘
り
起
こ
し
た
土
を
田
地
へ
入
れ
た
こ
と
で
、

田
地
の
表
面
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
田
地
の
表
面
か
ら

「
築
捨
」
の
堤
上
ま
で
の
高
さ
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

四
．
杭
瀬
川
沿
い
田
地
へ
の

　
　「
入
土
」

「
湿
抜
堀
」
新
設
の
翌
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年

三
月
、
一
色
村
地
内
の
田
地
へ
の
「
入
土
」
を
め
ぐ
っ

て
、
福
田
村
・
笠
毛
村
よ
り
一
色
村
へ
支
障
の
申
入
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
詳
細
は
、
「
杭
瀬
川
通
一
色
村
田
面

御
料
福
田
村
・
尾
州
御
領
笠
毛
村
論
所
江へ

一
色
村
ゟよ

り

入

土
致
シ
候
ニ
付
取

と
り
あ
つ
か
い噯

引
合
之
趣

お
も
む
き

尋
ニ
付
趣
意
書
之
覚
」

（
文
書
番
号
Ａ
五–

（
二
）–

三
七
）
に
書
き
留
め
ら
れ

た
書
類
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
一
色
村
五
人
組
頭
源
十
郎
が
同
村
地

内
に
あ
る
杭
瀬
川
沿
い
の
田
地
に
土
を
入
れ
た
こ
と
で

し
た
。
当
該
地
は
、
源
十
郎
所
持
の
田
地
で
、
前
年
の

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
に
問
題
と
な
っ
た
場
所
か

ら
お
よ
そ
七
十
間
か
ら
八
十
間
ほ
ど
距
離
を
隔
て
て
い

る
上
、
と
り
わ
け
地じ

低ひ
く

の
田
地
で
し
た
。
さ
ら
に
少
量

の
土
で
も
あ
っ
た
た
め
、
源
十
郎
は
名
主
に
も
相
談
せ

五
．
福
田
村
・
笠
毛
村
地
内
で
の

　
　
土
手
の
修
復

弘こ
う

化か

三
（
一
八
四
六
）
年
閏

う
る
う

五
月
、
一
色
村
・
笠か

さ

木ぎ

村
が
大
垣
藩
役
所
に
願
書
（
文
書
番
号
Ａ
五–

（
一
）–

七
八
「
乍

お
そ
れ
な
が
ら恐

以
か
き
つ
け
を
も
っ
て

書
付
奉

ね
が
い
あ
げ
た
て
ま
つ
り

願
上
候

そ
う
ろ
う

」
）
を
提
出
す
る
と
、

次
い
で
宮
村
名
主
中
村
市
左
衛
門
も
大
垣
藩
役
所
に
願

書
（
文
書
番
号
Ａ
五–

（
一
）–

七
七
「
乍
恐
以
書
付
奉

申
上
候
（
写
）
」
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
発
端
は
、
前

年
の
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
春
、
杭
瀬
川
右
岸
の
福

田
村
・
笠
毛
村
地
内
に
お
い
て
、
川
沿
い
の
土
手
が
修

復
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
左
岸
の
村
々

は
、
大
垣
輪
中
の
堤
防
に
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
、
輪
中
内
の
川
沿
い
に
位
置
す
る
上
流
村
々

へ
相
談
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
福
田
村
・
笠
毛
村
地
内

の
土
手
の
管
理
に
つ
い
て
、
大
垣
藩
役
所
に
願
い
出
る

た
め
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
一
色
村
と
そ
の
隣
村
の
笠

木
村
は
、
杭
瀬
川
を
挟
ん
で
福
田
村
・
笠
毛
村
の
土
手

に
隣
接
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
垣
藩
役
所
へ
の
出
願

に
加
わ
る
よ
う
、
宮
村
名
主
中
村
市
左
衛
門
・
室む

ろ

村
名

主
所
三
郎
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
色
村
・
笠
木
村
は
、
安
永
六
（
一
七

七
七
）
年
に
福
田
村
・
笠
毛
村
と
の
相
論
に
際
し
て
済

口
証
文
を
交
わ
し
、
そ
れ
以
来
、
互
い
に
取
決
め
を
守
っ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
杭
瀬
川
沿
い
の

耕
地
の
配
水
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
耕
作
者
が
土
を

土
手
へ
捨
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
土
手
が
高
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を

福
田
村
・
笠
毛
村
と
論
じ
合
う
こ
と
な
く
、
隣
村
で
あ

り
相
互
の
こ
と
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
認
め
合
っ
て
田

地
の
維
持
に
専
念
し
、
互
い
に
隣
村
の
義
理
に
よ
る
付

き
合
い
を
も
っ
て
円
満
な
関
係
を
保
ち
、
何
と
か
村
高

を
維
持
し
て
き
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
一
色
村
・

笠
木
村
は
、
福
田
村
・
笠
毛
村
と
の
関
係
を
説
明
し
た

上
で
、
大
垣
藩
役
所
へ
支
障
を
申
し
立
て
る
運
動
へ
の

参
加
を
仕
方
な
く
断
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
室
村
所
三
郎
は
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
土
手
の
対
岸
に
位
置
し
な
が
ら
福
田
村
・
笠
毛
村
へ

の
掛
合
い
を
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
大
垣
輪
中
全
体
と

安永６（1777）年に交わされた済口証文（冒
頭部分）（「一札之事」、岐阜県歴史資料館蔵）
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か
か
わ
る
た
め
、
「
置
土
」
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
い

旨
を
勘
兵
衛
よ
り
福
田
村
に
申
し
入
れ
、
「
置
土
」
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
田
村
地
内
に
あ
っ
た
五
か
所
の

「
定
杭
」
に
つ
い
て
は
、
腐
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、

一
色
村
と
福
田
村
・
笠
毛
村
の
双
方
が
立
ち
会
い
、
確

認
の
上
で
打
ち
替
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
注
進
書
に
絵

図
面
を
添
え
て
一
紙
と
し
、
連
印
し
て
そ
れ
を
美
濃
郡

代
笠
松
陣
屋
堤
方
役
所
へ
提
出
し
、
こ
の
こ
と
を
大
垣

藩
役
所
へ
も
一
色
村
よ
り
届
け
出
ま
し
た
。

七
．
お
わ
り
に

杭
瀬
川
左
岸
の
大
垣
輪
中
内
に
位
置
し
た
一
色
村
の

視
点
で
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
か
ら
嘉
永
二
（
一

八
四
九
）
年
ま
で
の
相
論
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
対

岸
の
福
田
村
・
笠
毛
村
と
の
間
で
は
、
土
手
の
高
さ
、

水
制
の
設
置
、
耕
地
の
管
理
な
ど
を
め
ぐ
り
、
た
び
た

び
相
論
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）

年
の
取
決
め
を
基
準
に
、
双
方
と
も
に
主
張
や
譲
歩
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

杭
瀬
川
の
左
岸
・
右
岸
と
い
う
位
置
関
係
か
ら
利
害

対
立
を
避
け
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
川
を
挟
ん
だ
隣
村
同
士
の

義
理
合
に
よ
っ
て
、
対
立
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
も
、
弘
化
二
～
三
（
一
八
四
五
～
四
六
）
年

の
相
論
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の
と
き
の
一
色
村
は
、

む
し
ろ
対
岸
の
福
田
村
・
笠
毛
村
と
の
関
係
を
重
視
し
、

大
垣
輪
中
の
村
々
と
対
立
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

河
川
流
域
の
村
々
に
は
、
河
川
の
左
岸
か

右
岸
か
、
上
流
か
下
流
か
、
輪
中
・
堤
防
・

土
手
の
内
か
外
か
、
領
主
支
配
は
同
じ
か
異

な
る
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
組
み
合

わ
さ
り
な
が
ら
各
村
の
動
向
は
方
向
づ
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
一
色
村
の
視
点
か
ら
紹
介

し
て
き
た
相
論
の
事
例
は
、
河
川
流
域
村
々

の
複
雑
な
関
係
と
動
向
の
一
端
を
示
し
て
い

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

六
．「
今
村
筋
井
水
通
西
桁
」
の

　
　
普
請

一
色
村
名
主
久
右
衛
門
が
記
し
た
安
永
六
（
一
七
七

七
）
年
か
ら
嘉か

永え
い

二
（
一
八
四
九
）
年
ま
で
の
相
論
に

関
す
る
記
録
（
文
書
番
号
Ａ
五–

（
一
）–

九
三
「
目

録
」
）
に
よ
る
と
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
四
月
、

福
田
村
・
笠
毛
村
か
ら
一
色
村
に
対
し
、
安
永
六
（
一

七
七
七
）
年
の
済
口
証
文
で
取
決
め
を
し
た
場
所
に
つ

い
て
、
支
障
の
申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

一
色
村
地
内
の
土
手
に
つ
い
て
、
済
口
証
文
で
定
め
た

高
さ
に
戻
す
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。

一
色
村
地
内
西
部
、
大
垣
輪
中
の
堤
防
（
「
大
堤
」
）

の
外
の
杭
瀬
川
沿
い
に
位
置
す
る
「
今
村
用
水
」
の
土

手
（
「
今
村
筋
掛
樋
上か

ミみ

西
通
桁
」
）
は
、
毎
年
の
洪

水
に
よ
る
損
壊
（
「
越
切
」
）
箇
所
が
、
「
今
村
筋
掛

樋
」
の
際
か
ら
「
上
川
田
入
口
」
を
経
て
「
上
ミ
下
川

田
懸
樋
」
に
至
る
ま
で
の
区
間
に
数
か
所
生
じ
、
土
手

の
上
面
（
「
桁
馬ば

踏ふ
み

」
）
が
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

で
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
、
大
垣
藩
に
よ
る
定
例

の
普
請
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
福

田
村
・
笠
毛
村
よ
り
支
障
の
申
入
れ
が
あ
り
、
安
永
六

（
一
七
七
七
）
年
に
定
め
た
土
手
の
高
さ
に
基
づ
き
、

高
い
所
は
元
の
と
お
り
に
削
り
下
げ
る
こ
と
で
、
申
入

れ
が
あ
っ
た
場
所
の
支
障
に
つ
い
て
は
解
決
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
福
田
村
・
笠
毛
村
は
、
一
色
村
地
内

の
土
手
が
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
に
定
め
た
高
さ

と
比
べ
て
、
全
体
的
に
高
く
な
っ

て
い
る
所
も
あ
る
た
め
、
高
さ
を

「
定
尺
」
の
と
お
り
に
改
め
、
「
定

じ
ょ
う

杭ぐ
い

」
を
打
ち
替
え
た
い
と
、
さ
ら

な
る
要
求
を
し
て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
一
色
村
は
、
新

規
に
修
繕
し
た
場
所
を
元
の
と
お

り
に
削
り
下
げ
る
た
め
、
土
手
全

体
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
「
定
尺
」

に
反
す
る
所
は
見
当
た
ら
ず
、
こ

れ
以
上
も
つ
れ
て
は
多
く
の
諸
雑

費
が
か
か
る
の
で
、
現
状
の
ま
ま

し
て
掛
合
い
を
す
る
の
で
、
そ
の
代
わ
り
、
必
要
と
な

る
す
べ
て
の
費
用
を
一
色
村
・
笠
木
村
が
負
担
す
る
よ

う
に
求
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
宮
村
・
室
村
な
ど
大
垣
輪

中
の
村
々
は
、
一
色
村
・
笠
木
村
な
ど
上
流
村
々
の
説

得
を
大
垣
藩
役
所
に
願
い
出
ま
す
。
す
る
と
、
一
色
村
・

笠
木
村
の
百
姓
代
惣
三
郎
ら
五
名
が
大
垣
藩
役
所
に
召

し
出
さ
れ
、
輪
中
の
和
が
乱
れ
る
と
の
説
得
を
受
け
ま

し
た
。
一
色
村
・
笠
木
村
は
、
両
村
を
除
く
輪
中
村
々

に
一
致
し
て
行
動
さ
れ
て
は
困
っ
て
し
ま
い
、
両
村
と

も
村
高
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま

う
と
主
張
し
ま
す
。
加
え
て
、
笠
木
村
で
は
、
百
姓
た

ち
が
村
に
住
む
こ
と
が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る
と
も
訴
え
ま
す
。
そ
し
て
、
後

難
が
生
じ
る
こ
と
な
く
百
姓
経
営
を
持
続
で
き
る
よ
う

判
断
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
出
ま
し
た
。

一
色
村
・
笠
木
村
の
願
い
出
を
受
け
た
大
垣
藩
役
所

は
、
宮
村
中
村
市
左
衛
門
に
対
し
、
美
濃
郡
代
笠
松
陣

屋
堤

つ
つ
み

方か
た

役
所
へ
大
垣
輪
中
村
々
の
意
見
を
申
し
出
る
よ

う
命
じ
ま
し
た
。
堤
方
役
所
の
役
人
を
訪
ね
た
市
左
衛

門
は
、
一
色
村
・
笠
木
村
が
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年

の
相
論
後
に
堤
方
役
所
へ
提
出
し
た
書
類
が
あ
る
以

上
、
願
い
出
は
差
し
支
え
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
福
田

村
・
笠
毛
村
の
土
手
は
大
垣
輪
中
の
支
障
に
な
る
と
し

て
、
内
々
で
の
取
調
べ
を
願
い
出
ま
す
。
取
調
べ
後
、

堤
方
役
所
の
役
人
か
ら
は
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年

に
一
色
村
・
笠
木
村
が
提
出
し
た
書
類
が
あ
る
以
上
、

両
村
の
申
立
て
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
よ
く
よ

く
考
え
る
よ
う
内
意
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

市
左
衛
門
は
、
帰
村
後
、
大
垣
輪
中
村
々
の
寄
合
に

出
か
け
、
一
色
村
が
差
し
出
し
た
絵
図
面
の
写
と
堤
方

役
所
の
書
類
の
写
を
寄
合
の
出
席
者
に
見
せ
て
対
応
を

相
談
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
書
類
が
堤
方
役
所
に
あ
る

以
上
、
大
垣
輪
中
村
々
の
支
障
に
な
る
と
は
い
え
、
容

易
に
異
議
の
申
立
て
は
認
め
ら
れ
が
た
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
支
障
の
申
立
て
を
取
り
下
げ
る
の
が
よ
い
と
の

意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
左
衛
門
か
ら
大

垣
藩
役
所
に
願
い
出
て
、
支
障
の
申
立
て
は
取
下
げ
と

な
り
ま
し
た
。

に
し
て
く
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

福
田
村
庄

し
ょ
う

屋や

代だ
い

雅
之
進
・
同
村
年と

し

寄よ
り

辰
蔵
・
同
仲
右
衛

門
、
笠
毛
村
庄
屋
庄
六
・
同
村
助
太
夫
の
も
と
へ
仲
介

人
と
し
て
大
垣
藩
領
宮
村
五
人
組
頭
勘
兵
衛
を
遣
わ
し

ま
し
た
が
、
福
田
村
庄
屋
・
笠
毛
村
庄
屋
ら
は
あ
い
さ

つ
の
品
物
も
受
け
取
ら
ず
、
「
定
尺
」
の
と
お
り
に
改

め
た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
勘
兵
衛
が
仲
介
人
に
大
垣

藩
領
矢や

道み
ち

村
仁
左
衛
門
も
加
え
て
掛
け
合
う
こ
と
を
提

案
し
た
の
で
、
勘
兵
衛
・
仁
左
衛
門
の
二
人
で
、
改
め

て
福
田
村
・
笠
毛
村
の
村
役
人
ら
を
訪
ね
ま
す
。
す
る

と
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
の
「
定
尺
」
を
基
準
と

し
つ
つ
、
追お

い

々お
い

川
底
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
土
手
の
高
さ
を
五
寸
高
く
改
め
る
考
え
に
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
福
田
村
兼け

ん

帯た
い

庄
屋
古ふ

る

橋は
し

村
治
部
助
・

福
田
村
庄
屋
代
雅
之
進
・
同
村
年
寄
辰
蔵
・
同
仲
右
衛

門
、
笠
毛
村
庄
屋
庄
六
は
い
ず
れ
も
、
土
手
の
高
さ
を

五
寸
高
く
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
書
状
等
を
勘
兵
衛
の

も
と
へ
遣
わ
し
ま
し
た
。

証
拠
の
書
類
も
揃そ

ろ

い
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
関
係
者
が

み
な
立
ち
会
い
、
福
田
村
よ
り
大
工
た
ち
を
連
れ
て
き

て
、
「
定
尺
」
よ
り
五
寸
高
く
改
め
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
「
定
尺
」
よ
り
高
い
所
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
初
に
支
障
の
申
入
れ
が

あ
っ
た
「
今
村
用
水
」
の
土
手
に
い
た
っ
て
は
、
安
永

六
（
一
七
七
七
）
年
の
「
定
尺
」
よ
り
低
い
所
す
ら
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
福
田
村
の
体
面
に

嘉永２（1849）年の相論時に作成された絵
図（部分）（「上川田桁高田面ゟ内改絵図」、
岐阜県歴史資料館蔵）
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「大名に仕えた「黒鍬」さん」
皆さんは、畑を耕す「鍬」を使ったことがありますか？　戦国時代からのいくさ場には、

この「鍬」を駆使して活躍した者がおりました。この者は、大名に仕えた土木技術者で、「黒鍬」

と呼ばれ、大軍が進むための道造りや、陣地内での土木工事を担当していました。いくつ

かの絵図にその姿を見ることができ、「大阪冬の陣図屏風」（図 1）では、身を隠す溝となる「空

掘」を掘り巡らせているさまや、俵に土を詰めて作る土嚢を積む様子が描かれています。

豊臣秀吉は、天正 12（1584）年に長浜（現滋賀県）の鍛冶屋に数百丁の鍬を注文し、

尾張に届けさせています。この頃の秀吉は、備中国高松城、尾張国竹鼻城※1、紀伊国太田

城に対して、立て続けに「水攻め」を仕掛け、落城させています。

水攻めとは、城の周りに大規模な堤防を築き、川の水を流し込むことで、城とその周囲

を水没させる戦法です（図２）。これにより敵の城を孤立させ、食料補給や援軍を断つこと

が出来ます。

竹鼻城（現岐阜県羽島市）の水攻めでは、梅雨の晴れ間を利用して、長さ 2.6 ㎞もの堤

防を築き、そこに木曽川支流の足近川の水を流し込みました。この堤防は、「太閤の一夜堤」

と呼ばれています。実際には、５～６日かかったようですが、短期間にこれだけの堤防を

築いた現場では、相当な数の黒鍬が活躍したことでしょう。このように、戦国時代の黒鍬

は「軍事技術者」、使う鍬は「兵器」という要素が強かったようです。

大名に仕えた「黒鍬」は、江戸時代のいくさの無い平和な世が続く中で、次第に専門技

術から離れていき、幕府や諸藩の、城の門番や掃除等の雑用仕事をする家臣となり黒鍬同

心とも呼ばれました。一部の黒鍬同心は、隠密仕事もしたようで、『子連れ狼』等の映画や

小説の世界では、そのような姿が描かれています。

また、江戸時代には大規模な治水工事や新田開発が行われるようになり、民間から土木

技術者が集められます。その人々は、各地元で土木技術を高めてきた者で、その働きが評判を呼び、次第に、民間の土木技術者も「黒鍬・

黒鍬者」と呼ばれるようになったようです。次回は、この新しく登場した「黒鍬」について詳しくお話しします。

くわ

くろくわ

ろ
く

　の

　い

ひ
ら
の
の
し
ょ
う

い
な

ま
つ

ず

　し

神
戸
町
に
は
数
多
く
の
洪
水
の
記
録
と
と
も
に
、
流
れ
着
い
た
お

地
蔵
さ
ん
の
言
い
伝
え
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

横
井
部
落
の
東
に
あ
る
立
派
な
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
流

れ
て
ご
ざ
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
」
の
話
で
す
。

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
か
つ
て
横
井
村
と
池
田
村
六
ノ
井
の
間
に

あ
り
、
平
野
庄※

１

の
北
部
の
人
た
ち
が
お

参
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る

日
、
揖
斐
川
の
大
洪
水※

２

に
よ
っ
て
お
堂

や
五
輪
塔
な
ど
と
一
緒
に
お
地
蔵
さ
ん
も

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

洪
水
後
、
住
民
総
出
で
復
旧
に
あ
た
る

も
、
作
業
に
は
数
年
を
要
し
ま
し
た
。
あ

る
日
、
洪
水
で
荒
れ
果
て
た
田
畑
の
整
地

中
、
土
の
中
か
ら
お
地
蔵
さ
ん
と
五
輪
塔

の
一
部
ら
し
き
も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。

驚
い
て
集
ま
っ
た
村
人
た
ち
は
お
地
蔵
さ

ん
の
顔
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
、「
こ
れ
は
、

い
つ
も
お
参
り
し
て
い
た
お
地
蔵
さ
ん
で
は
な
い
か
」
と
誰
か
が
言

う
や
否
や
大
騒
ぎ
に
。
早
速
、
仮
の
お
堂
を
建
て
、
丁
寧
に
お
祀
り

し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
お
地
蔵
さ
ん
は
お
堂
の
立
派
な
厨
子
に
安
置
さ
れ
、
住

民
か
ら
「
流
れ
て
ご
ざ
っ
た
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
土
の
中
か
ら
一
緒
に
見
つ
か
っ
た
五
輪
塔
の
塔
身
と
思
わ

れ
る
も
の
と
基
礎
石
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

１

　現
在
の
神
戸
町
一
帯
に
あ
っ
た
比
叡
山
延
暦
寺
領
の
荘
園
。

※

２

　こ
の
地
方
を
襲
っ
た
洪
水
で
も
特
に
規
模
の
大
き
か
っ
た
、
享
禄
三

　
　
　（
一
五
三
〇
）
年
六
月
三
日
の
大
洪
水
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

出
典 
 

『
美
濃
神
戸
ふ
る
さ
と
百
話
』
神
戸
町
民
話
友
の
会
編

　神
戸
町

　
　一
九
七
七
年（
掲
載
に
あ
た
り
、文
章
を
抜
粋
・
改
変
し
て
い
ま
す
。） 

図１　いくさ場の黒鍬

＜ColBase (https://

colbase.nich.go.jp/)の

「大阪冬の陣図屏風」

東京国立博物館蔵を

加工して作成＞

図２　「水攻め」の様子＜出典：「赤松之城水責之図」

東京都立中央図書館蔵＞

※赤松之城は高松城と考えられています。

びょうぶ から

ぼり ど のう

てんしょう

びっちゅうのくに たけがはな
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おんみつ おおかみ

もの
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しの

や しゃ りゅうじん まつ
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※１　竹ヶ鼻という表記もあります。


